
 

【
作
者
】
曹 

植
（
一
九
二
年
～
二
三
二
年
）
。
曹
操
の
子
で
、
曹
丕
の
弟
。
詩
人
と
し
て
有
名
で
建
安
時
代
を
代
表
す
る
作
家
で
あ
り
、
「
建
安
の
傑
」
と
称
さ
れ
る
。
そ
の
才
能
に
よ
っ
て

、

か
つ
て
父

曹
操
よ
り
太
子
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
る
。
父
の
死
後
，
曹
丕
ら
に
よ
っ
て
種
々
の
迫
害
を
受
け
、
そ
の
思
い
を
こ
の
詩
に
託
し
た
。
四
十
一
歳
の
時
、
兄
・
曹
丕
の
後
を
追
う
よ
う

に
、
不
幸
な
裡
に
世
を
去
っ
た
。 
  

  

【
語
釈
】
＊
煮
豆…

豆
を
煮
る
。  

・
相…

動
作
が
対
象
に
及
ぶ
時
の
表
現
。 

【
通
釈
】
豆
と
豆
萁
と
は
、
本
来
同
一
の
根
か
ら
生
え
て
い
る
、
い
わ
ば
身
内
だ
が
、
豆
萁
（
豆
が
ら
）
は
燃
え
て
豆
を
煮
て
来
る
の
で
、
豆
は
堪
え
か
ね
て
カ
マ
の
中
で
泣
い
て
い
る
本
来
は
同
じ
根
か
ら

生
長
し
た
。
豆
萁
が
豆
を
に
る
こ
と
に
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
急
く
の
か
。 

【
備
考
】
七
歩
詩
：
『
古
文
眞
寶
』
や
『
古
詩
源
』
に
あ
る
。
『
古
文
眞
寶
』
の
も
の
。
『
兄
弟
』
詩
で
あ
る
。
兄
弟
仲
、
兄
弟
愛
を
提
起
す
る
詩
で
あ
る
。
皇
帝
で
あ
る
兄
・
曹
丕
と
作
者
・
曹
植
と
は
と
も

に
曹
操
の
息
子
で
兄
弟
で
あ
る
も
の
の
、
才
能
を
め
ぐ
り
、
仲
が
悪
か
っ
た
。
兄
・
皇
帝
よ
り
才
能
や
行
動
を
疑
わ
れ
、
「
七
歩
進
む
う
ち
に
詩
を
一
首
、
作
っ
て
み
せ
よ
」
と
命
じ
ら
れ
、
曹

植
は
七
歩
で
「
兩
肉
齊
道
行
，
頭
上
帶
凹
骨
。
相
遇
凹
山
下
、
起
相
突
。
二
敵
不
倶
剛
，
一
肉
臥
土
窟
。
非
是
力
不
如
，
盛
氣
不
泄
畢
。
」
と
作
っ
た
。
こ
れ
が
『
七
歩
詩
』
で
あ
る
。
す
る
と

さ
ら
に
、
「
七
歩
で
作
る
の
で
は
遅
す
ぎ
る
。
言
わ
れ
た
声
と
同
時
に
作
れ
る
か
。
『
兄
弟
』
と
い
う
詩
題
だ
。
」
曹
植
は
即
座
に
「
煮
豆
燃
豆
，
豆
在
釜
中
泣
。
本
是
同
根
生
，
相
煎
何
太

急
！
」
（
豆
を
煮
る
に
豆
（
ま
め
が
ら
）
を
燃
や
せ
ば
，
豆
は
釜
中
に
在
り
て
泣
く
。
本 

是
れ
同
根
に
生
ぜ
し
に
，
相
ひ
煎
（
に
）
る
こ
と
何
ぞ
太
（
は
な
は
）
だ
急
な
る
？
）
と
口
ず
さ
ん
だ
。
こ

れ
を
聞
い
て
曹
丕
は
涙
を
こ
ぼ
し
た
。 


